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白藍塾オリジナル 

２０１５入試小論文分析＆解答のヒント 

２０１５年３月発行 

 

白藍塾の入試小論文分析は、他の予備校と違って、その問題に対して受験生がどのようにア

プローチすればよいのかを具体的に説明している。そのため、この分析を参考にすれば、誰で

も合格レベルの答案を書けるはずだ。該当の大学・学部の志望者は、ぜひ、これを読んで、自

分で実際に答案を書いてみてほしい。 

執筆・大原理志 

 

●早稲田・スポーツ科学部 

 課題文は一見難しそうだが、論じられている内容そのものは、それほどわかりにくいもの

ではない。簡単にまとめると、次のようになる。 

「スポーツは、集団的一体感を強める働きをするため、『われわれ集団』と『かれら集団』の

形成に役立ってきた。国際的なレベルでは、それがオリンピックなどにおける、国家の代理戦

争としての平和的な競争を可能にした。だが、近年、そうしたスポーツの国家的な性格が強ま

ってきたため、スポーツ本来の遊びの要素が破壊され、スポーツが友好な人間関係を作る手

段ではなくなってきている」 

 つまり、筆者は、スポーツと国家の結びつきが強くなってきている傾向を批判しているわ

けだ。そうした主張が正しいかどうかを問題提起すればよい。 

 イエス・ノー、どちらの答えも可能だが、どちらかと言えば、課題文に賛成する立場のほう

が書きやすい。「スポーツは本来、身体活動や遊戯として楽しむべきもの。国家の目的のため

に行なうべきではない」「スポーツが国家との結びつきを強めると、勝利至上主義になって、

誰もが気軽に楽しめるものではなくなってしまう」「スポーツが国家の目的に奉仕するように

なると、オリンピックなどの本来の目的である、スポーツを通じた国際交流が困難になる」な

ど、「スポーツ」の本質の定義に応じて様々な論が可能だろう。 

 ノーで答えるとすれば、「スポーツは国を一つにまとめ、国民意識を高める力がある。実際

の戦争などにつながらないかぎり、スポーツが国家と結びつくのは決して悪いことではない」

「国家と結びついてこそ、純粋に競技としての強化が可能になる。スポーツがこれ以上商業

主義と結びついてショー化するほうが危険」などが考えられる。 

 テーマも出題形式もきわめてオーソドックスで、しっかりと準備をしてきた受験生にとと

っては取り組みやすい課題だったはずだ。 
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